
浜松市総合交通戦略 
１ 概要
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中部 

理念 
・ 

方針 

（基本理念） 

～多彩に輝き、持続的に発展する都市～ 

（交通分野の目指す都市像）

１．概要
■将来都市構造図 

（交通分野の目指す都市像）

  はままつ流の多様なくらしに対応した 

     「安全・安心・快適」な交通を目指して 

目標 
年次 平成４２年年次 平成４２年 

位置 
づけ 

平成２１年に策定した『浜松市都市計画マス
タープラン』及びこの分野別計画となる『浜松市
総合交通計画』を基に 地域の特性に対応し総合交通計画』を基に、地域の特性に対応しつ
つ、過度に自動車交通に依存しない、公共交
通を基軸とした交通行動への転換を図ることと
を目指し、交通基盤施設の整備について、「将
来の交通の姿 を実現するための ド ソフト来の交通の姿」を実現するためのハード・ソフト
の交通施策を総合的・重点的に推進するため
に策定 

総合交通体系（PT調査） ○ H19～21

都市計画マスタープラン ○ H21 

交通マスタープラン ○ H21 

戦略 都市圏戦略
策定 
範囲 

都市圏

市域 ○ 

特定エリアのみ 
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中部 

２．目指す将来の交通の姿 
・ 「交通ビジョン」が目指す交通の姿を、市民や来訪者などの日常生活や産業経済活動などの 
  ５つの「くらし」の場面として設定するとともに、それぞれのイメージを示します。 

さらに「くらし」のイメ ジを具体的に描き 「くらし」の方向性を示します・ さらに「くらし」のイメージを具体的に描き、「くらし」の方向性を示します。

藤原君から 
5つのくらしの5つのくらしの

イラストを貰い、 
1つ1つレイアウトする。 



浜松市総合交通戦略 
３ 指標と目標
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中部 

３．指標と目標 
・ 「5つのくらし」の実現により、「将来の交通」が市民や来訪者などの「くらし」に役立つものと 
  なっているかを示す指標と目標を設定します。 
・ この指標と目標の体系は、「目標年次時点における交通戦略全体を対象とする指標と目標」と 

《全体の指標・目標・現況》（目標年次：平成42年） 

《使いやすく、地域が支える公共交通への転換》 《「くらし」やすさ、「住み」やすさの向上》

  「目標年次途中時点における『５つのくらし』ごとの指標と目標」により構成することとします。 

《使いやすく、地域が支える公共交通 の転換》
【指 標】公共交通の年間利用者数 
【目 標】 ６，８００万人 
【現 況】 5,790万人（平成19年度） 

【指 標】公共交通の代表交通手段分担率 
【目 標】 ５．５％

《 くらし」やすさ、 住み」やすさの向上》
【指 標】道路交通渋滞 
【目 標】 １４地域 
【現 況】 37地域（平成19年度） 

【指 標】都心まで30分圏域 
【目 標】 現況より５％拡大【目 標】

【現 況】 4.4％（平成19年度） 

【指 標】市民満足度 
【目 標】 ４０．０％ 
【現 況】 32.1％（平成20年度） 

【目 標】 現況より 拡大
【現 況】 －（平成19年度） 

【指 標】二酸化炭素排出量 
【目 標】 ６３０，６３０t-CO2/年 
【現 況】 693,000t-CO2/年（平成17年度） 
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４ 基本となる交通
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中部 

４．基本となる交通 

・ 「交通ビジョン」が目指す「5つのくらし」の実現に向けて、「基本となる交通」の方針を示します。 
・ ここで、「基本となる交通」としては、以下のように「5つのくらし」と関連が強い 

「公共交通 「道路 「都心交通 とします  「公共交通」「道路」「都心交通」とします。



浜松市総合交通戦略 中部 

５ 施策展開（１）：①公共交通
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５．施策展開（１）：①公共交通

様々な地域特性に対応し、市民生活の足としての機能 

 ○ 浜松市の魅力を高める、使いやすい公共交通ネットワークを形成します。 
○ 市民の生活を支えるために必要な公共交通サ ビスを保障します ○ 市民の生活を支えるために必要な公共交通サービスを保障します。 

 ○ 地域が主役となって育てる、維持可能な公共交通とします。 

図 公共交通ネットワークのイメージ 
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５ 施策展開（１）：②道路

中部 
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５．施策展開（１）：②道路

広域連携、都市づくり、産業経済・観光を支える 
 

 ○ 広域の移動を支えます。 
○ 公共交通ネットワ クを支えます ○ 公共交通ネットワークを支えます。

 ○ 安全・安心な移動を支えます。 
 ○ 産業経済活動や観光を支えます。 

図 道路ネットワークのイメージ 
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５ 施策展開（１）：③都心交通

中部 
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５．施策展開（１）：③都心交通

都市活動の中心として、そして、交通ネットワークの「核」としての機能 
 

 ○ 多彩な交通手段のサービスレベルが向上した移動しやすい都心交通 

○「めぐる」「たまる」「憩う」ことのできる、 
 都心での回遊・滞在を促進します。 

・都心の魅力溢れる空間や各施設をめぐる際に「安全・ 
 安心・快適」に回遊できるようにします。 
・集い、憩える空間も活用し、長時間にわたって都心に 
 滞在できるようにします。 

○「アクセス」と「回遊」を「スムーズ」につなぐ 
 乗り換えを促進します。 

・都心内を移動する「回遊」と都心内外を移動する「アク 
セス」を結ぶ交通結節点において、「安全・安心・快適」セス」を結ぶ交通結節点において、 安全 安心 快適」

 に乗り換えることができるようにします。 

○「誰でも」「どこからでも」「スピーディ」な 
 都心アクセスを促進します。 

図 都心交通の基本方針と方向性 

・公共交通が優先され、定時性、速達性、運行頻度が 
 高い公共交通を利用して「安全・安心・快適」にアクセス 
 できるようにします。 
・都心の自動車交通を整流化することで、円滑にアクセス 
 できるようにします。 

図 都心交通のイメージ 
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５ 施策展開（２）：５つのくらしに対応した交通施策

中部 
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５．施策展開（２）：５つのくらしに対応した交通施策



浜松市総合交通戦略 
５ 施策展開（２）：５つのくらしに対応した交通施策

中部 
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５．施策展開（２）：５つのくらしに対応した交通施策



浜松市総合交通戦略 中部 
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浜松市総合交通戦略 
６ 総合交通戦略の推進及び評価

中部 
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６．総合交通戦略の推進及び評価

・ 「5つのくらし」の実現に向けて施策を展開していく中で、施策の進捗及びその効果を適切に評価し、 
  必要に応じてアクションプログラムの見直しを行います。 
・ アクションプログラムの見直しは、PDCAサイクルの手法を用いて、策定から5年周期を基本とし、 アクションプ グラムの見直しは、PDCAサイクルの手法を用いて、策定から5年周期を基本とし、

  アクションプログラムの進捗状況や施策実施の効果を評価することで行います。  
・ 施策の進捗や想定した効果の評価など、PDCAサイクルを運用していく主体は、本市における 
  交通政策を総合的に推進するための組織である「浜松21世紀都市交通会議」とします。 

 

浜松２１世紀都市交通会議 
 
○交通政策を総合的に推進するための協議 
○都市・地域総合交通戦略の策定 
○地域公共交通総合連携計画の策定 実施○地域公共交通総合連携計画の策定、実施
 
【会員】 学識経験者 市民 産業･経済･観光 交通事業者 
      国土交通省  交通管理者  浜松市 



浜松市総合交通戦略 
７ その他（戦略報告書の構成・特徴等）

中部 
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７．その他（戦略報告書の構成 特徴等）

 
・ 「公共交通」「道路」「都心交通」の 
  各ネットワークなどにより、 

「公共交通」の運行と「道路」の

将来の公共交通ネットワーク、道路ネットワーク 

  「公共交通」の運行と「道路」の
  配置や整備が整合し、 
  これらを利用して都心や副都心、 
  拠点へ訪れることが可能となります。 

中山間地 

郊外地 

中山間地では、地域の実情に応じて、通院や買物な

ど、日ごろの生活に必要な足が、バスなど公共交通に

よって確保、維持されている。 

都心 

市街地 

郊外地では、過度に自動車に頼らず、

時と場所と場合に応じて公共交通と自

動車、自転車を使い分けることができ

る。 

市街地では、都心と主要な拠点間が定

時性、速達性の高い公共交通機関で結

ばれ、1回程度の乗り継ぎでそれぞれの

拠点間を移動できる。 

都心では、自動車より公共交通が優先さ

れ、定時性、速達性が高く、運行頻度が高

い公共交通を気軽に利用できる。 


